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名 称 株式会社常陽銀行土浦支店  

所在地 土浦市中央２－１６－９   

（電話 029-824-3216      ） 

 

当行は、環境保全活動を通じて、当行の事業活動における環境負荷の軽減を

図るとともに、環境保全に取り組むお客様を支援し、地域と連携して持続可能

な地域社会の実現に努めてまいります。 

 

○環境理念 

 常陽銀行グループは、水と緑に恵まれた茨城県を主要な営業基盤とする企業

として、豊かな自然環境を守り育てていくことが、私たちの「社会的使命」

と考えています。ふるさとの環境を守り、持続可能な社会を実現するため、

地域と連携協力し、環境保全活動に継続して取り組んでまいります。 

 

○環境方針 

～地球にやさしい地域づくり～ 

 ①省資源、省エネルギー、リサイクル活動を推進し、事業活動によって生じ

る環境負荷の軽減に努めます。 

 ②環境に配慮した金融商品・サービスの提供を通じて、環境保全に取り組む

お客様を支援します。 

 ③本方針を当行グループ全役職員に周知徹底し、一人ひとりが積極的に環境

保全活動に取り組みます。 

 

 

 

 

 



１ 具体的な取組事項 

項   目 具  体  的  内  容 

事業活動における電気などの

エネルギーの効率的な利用 

○クールビズを実施し、実施期間中は室温を２８℃に

保つことを目指します。 

○事業所における照明の間引き、事務機器・エレベー

ター等の使用制限を行います。 

○夏季・冬季に全営業店で節電コンペを実施し、成績

優良店を表彰します。 

○老朽化した空調設備や照明設備を更新し、エネルギ

ー効率の改善を図ります。また、新店舗には太陽光

発電や LED照明を導入いたします。 

○ライトダウンキャンペーンなどの各種キャンペーン

に参加します。 

事業活動におけるゴミの削減 

○ゴミの分別回収することにより減量化を図るととも

に、ペットボトルのキャップを回収し、売却した益

金を発展途上国の子どもたちのワクチン購入代金と

して寄付する「エコキャップ運動」に取り組みます。 

地域社会の環境保全意識の高

揚を図るための取組 

○緑豊かな自然環境と快適で潤いのある生活環境の創

造を図り、地域社会の発展と振興に寄与することを

目的に、茨城県内で環境保全に取り組む団体等に対

して助成を行います。 

（公益信託「エコーいばらき」環境保全基金） 

社員への環境教育や啓発活動

の実施 

○ふるさとの美しく健全な森を次世代に引き継ぐため

に、全国の地方銀行が設立した「日本の森を守る地

方銀行有志の会」へ参加しています。 

○行員がボランティア倶楽部の一員として、霞ヶ浦の

清掃活動や花火大会後の清掃活動に参加します。 

 


